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1．緒言

現在、パーソナルコンピュータやスマートフォ
ン、タブレット端末をはじめ、家電機器や自動
車、各種インフラなど身の周りの多くのものにコ
ンピュータや各種アプリケーションが関わってい
ることは論を待たない。これらを動作させるには
プログラムが不可欠であることもあり、コンピ
ュータのプログラミングに関する知識は文科系、
理科系等を問わずに必要となっている。そのた
め、大学の理科系学部や高専のみならず文科系学
部においてもプログラミング教育が盛んに行われ
るようになった［1］-［12］。例えば大阪大学では、
過去の大学入試センター試験での入試科目「情報
関連基礎」で用いられている DNCL をベースに
作成された PEN を用いて文科系学生へのプログ
ラミング教育を行い、大変大きな教育成果を上げ
ている［1］、［2］。また文科系学部においても、
プログラミング能力向上および地域貢献を含めた
人材育成を目指した教育に取り組んでいるところ
もある［3］。そして最近話題になっている
LEGOⓇ MINDSTORMSⓇ（ 以 降 LEGO MIND-

STORMS と略） ロボットを使ってプログラミン
グ教育を行っている大学も多く存在する［4］-
［12］。
中野および中西が所属している追手門学院大学
経営学部においても、ゼミ活動において PBL

（Project Based Learning）を導入しているゼミが
多く存在する［10］-［13］。この経営学部で、中野
は自身のゼミで LEGO MINDSTORMS ロボット

を使った PBL によるプログラミング教育を行っ
ている［10］-［12］。ここでは、経営学部の学生に
対して Java 言語を含めたプログラミング教育を
行っており、卒業生で IT 業界に就職した者も多
い。
一方小中学校での現状であるが、小学校では

2020年度よりプログラミング教育が必修化され、
小学生への情報教育も含めて学習の充実がなされ
ている［14］。中学校においても技術家庭科にお
いてプログラミング教育の充実が図られており、
プログラミング教育を行っている中学校も増えて
きている［15］-［18］。
小中学生のプログラミング教育が盛んになるに
つれ、LEGO MINDSTORMS ロボットを用いたロ
ボットコンテストやイベントが各地で数多く行わ
れようになった［19］-［27］。その中でも 60以上
の国・地域から参加する世界規模のロボットコン
テストである WRO（World Robot Olympiad）と
いうコンテストがある［19］。このコンテストは
近年国内においても参加者が爆発的に増大してい
る。小学校でのプログラミング教育の義務化が決
まったこともあり、幼少期からのプログラミング
教育に対する注目度の高さが窺える。
追手門学院では、これまで WRO に参加する小
学生を大学生や中高生がサポートする追手門ロボ
ットチャレンジというイベントを行ってきた
［20］-［24］。これは追手門学院大学の大学生や系
列の追手門学院大手前中学・高等学校の学生が、
WRO に参加する小学生に対して LEGO MIND-

STORMS ロボットの組み立てからプログラミン
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グソフトの使い方、大会で使用するプログラム作
成といったことを、小学生のコミュニケーション
能力向上を促しながら教えるイベントである。こ
れにより小学生のプログラミング能力やコミュニ
ケーション能力の向上はもちろん、参加大学生お
よび中高生のコミュニケーション能力やイベント
実施能力等の向上も図ることができた。
近年における小学生へのプログラミング教育需
要の高まりを受け、追手門学院ではかつての追手
門ロボットチャレンジを、小学生への他の
STEAM 教育事業や小学校教員へのプログラミン
グ研修などを含めた「追手門ロボットチャレンジ
事業」に再編し大きな成果を上げている［20］、
［28］。上述した過去の追手門ロボットチャレンジ
［21］-［24］は新たに「追手門ロボットキャンプ」
として再スタートしている。
さらに追手門学院では、2022年度において新
たに追手門ロボットコンテスト 2022（以降ロボ
ットコンテスト 22と略）を立ち上げた（図 1-1

から図 1-4参照）。これは LEGO MINDSTORMS

ロボットを利用したプログラミングの大会であ
る。目的は、小学生によりロボットコンテストを
身近に感じてもらうため、ロボットコンテスト参
加へのハードルを低くして、よりプログラミング
を事前の学習から大会も含めて楽しく学んでもら
うことである。賞などは緩やかに設定されてお
り、プログラミングおよび大会自体を楽しみ成長
することや成功することに重点を置いた大会とな
っている。
2022年度には、ロボットコンテスト 22に参加
する小学生を、本学経営学部の中西ゼミおよび中
野ゼミの有志学生がサポートしてプログラミング
を教える追手門ロボットキャンプ 2022（以降ロ
ボットキャンプ 22と略）を実施した（図 2-1か
ら図 2-4参照）。本イベントの目的は小学生にプ
ログラミングを教えることはもちろんであるが、
参加大学生にプログラムを教える経験をさせるこ
とにより、プログラミング能力はもちろん、コミ
ュニケーション能力やイベント運営能力等といっ
た社会人になって不可欠な能力を養うことによ
り、人間的な成長を促すことでもある。

本稿では、今回のロボットキャンプ 22により、
小学生にロボットのプログラミングを教える大学
生がどのようにして小学生に対して教え、それと
同時にどのように成長できたかをインタビューに
よって明らかにする。本稿では学習効果を見るた
めに、イベント終了時にインタビューで行う質問
を記した調査紙を予め記入してもらい、これらを
基にしてインタビューを行った（資料 1参照）。
スケジュールの都合でインタビューを行うことが
できなかった学生に対しては、後日アンケートに
加筆する形で大会後に気づいたことを回答しても
らった。アンケートやインタビューの結果を要約
することで、今回のイベントに対する学習効果を
イベントリーダーであった 4年生と小学生を直接
指導した 2、3年生とに分けて分析した。
初めに今回行ったロボットキャンプ 22および
ロボットコンテスト 22の概略を述べる。次に行
った調査紙による事前調査およびインタビューに
ついて説明を行う。そしてインタビューの結果を
要約し、大学生の成長できた点についての考察を
他の研究成果との比較を含めて述べる。最後にイ
ンタビューの結果より、大学生がどのように変
化・成長したかをまとめることにする。

2．ロボットコンテスト 22および
ロボットキャンプ 22について

2-1．ロボットコンテスト 22について
初めにロボットコンテスト 22について説明を
行う。当日のスケジュールやコンテストのルール
等の詳細は図 1-1から図 1-4を参照されたい。こ
のコンテストでは福田および中条が中心となり、
そこに追手門学院大学経営学部の水野浩児ゼミの
有志学生が加わって企画・運営を行った。なお彼
らは以前より上記の追手門ロボットチャレンジ事
業に参画している［20］。
ロボットコンテスト 22には、ロボットキャン
プ 22参加者をはじめ、系列の追手門学院小学校
の生徒や近隣の小学生向けプログラミング教室な
どの 1名または 2名からなる小学生グループらが
参加した。初めての開催であったにも関わらず大
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会は大盛況で、最後に参加者で記念撮影を行い、
無事大会を終了することができた。賞は規定プロ
グラムの出来および当日発表されその場でプログ
ラム修正をして挑むサプサイズルールの出来によ
り「金メダル」、「銀メダル」および「銅メダル」
が授与された。
後述のアンケート結果で「水野ゼミ（生）…」
とあるが、これらはロボットコンテスト 22の学
生スタッフについての記述であることを先に述べ
ておく。それと今回ロボットキャンプ 22の責任
者であった中野がこれらの大会要項について伝え
きれていなかった部分（特に大会当日のスケジ
ュール）があり後述のアンケートでも指摘されて
いたが、このことについては迷惑をかけたことを
この場を借りてお詫び申し上げておく。

2-2．ロボットキャンプ 22について
ロボットキャンプ 22について説明する。イベ
ントの詳細は図 2-1から図 2-4を参照されたい。
これはロボットコンテスト 22に参加する小学生
6チーム 12名を、大学生 11名でプログラミング
作成などについてサポートするイベントである。
大学生の役割および小学生のチーム分けについて
は表 1-1および表 1-2を参照されたい。基本的に
は 4年生 4名が全体のリーダーおよびイベント準
備および運営の統括を担い、主に 2、3年生が小
学生グループの担当になって直接小学生への指導
を行う体制をとった。
大学生の有志は 2022年の 2月に募集を行い、
本格的な準備は 6月下旬から行った。彼らはイベ
ント運営やプログラミングに関する資料作成など
のイベント準備全般を担当した。7月の後半で、
大学生 2、3年生対象のロボット対象のプログラ
ミング研修を 4年生主体で行った。なお図 2-1お
よび図 2-2は 4年生の学生が作成した。教職員ス
タッフは学生スタッフへのアドバイスおよび指導
の他に、コロナ禍の対応も含めた保護者への対応
を行った。詳細は図 2-3および図 2-4を参照され
たい。
ロボットキャンプ 22は 8月 3日より始まった。
表 2に箇条書きで進行具合を記すこととする。な

お時間は全て 9 : 30から 11 : 30頃までで、スタ
ッフは 9 : 00頃に集合して準備を行い、ロボット
コンテスト 22の前日以外は小学生が帰ってから
はその日の振り返りおよび次回の段取り打ち合わ
せを行って昼過ぎに解散した。なお表 2にもある
ように、ロボットコンテスト 22の前日午後には
ロボットコンテスト 22の会場に行き、大会で使
うコートで最終調整を行った。なおロボットコン
テスト 22参加者の大会成績は、金メダルが 4

チーム、銀メダルと銅メダルがそれぞれ 1チーム
であった。

3．今回の質問内容について

今回のインタビュー調査も、過去のイベント
［20］-［23］と同様に、予めロボットコンテスト
22当日にインタビューでの質問を書いた調査紙
へ感じたことや思ったことをアンケート形式で記
入してもらい、それらをベースに個人インタビ
ューする形式をとった。インタビューは、9月 5

日から 9月 9日にかけてオンライン形式で行われ
た。ただし都合の合わなかった 2名については、
後日気づいたことをアンケートに加筆して答える
形式でインタビューの代わりとした。資料 1に調
査紙を掲載しているので、詳しい質問内容はこれ
を参照されたい。これらの内容は、以前のロボッ
トキャンプ時と同一であった［20］-［23］。

4．インタビューの回答および
そこから見えるもの

4-1．大学 4年生の質問結果および考察
まずは参加した大学生のうちリーダー役を引き
受けた 4年生 4名の質問結果をまとめることとす
る。

〈大学 4年生へのインタビュー結果〉
1．今回のイベントに関する個人的な感想
1-1．良かった点
◎全体進行の補助担当だったが、部活動のボラ
ンティアの経験を生かして子ども達の対応が
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スムーズにできたこと。
◎生物部のボランティアで小学生向けイベント
をやっていた。
◎後輩がよく動いてくれた。先輩の環境作りが
上手くできていた。
◎自分自身が初めてのイベントだったにも関わ
らず、うまく前で話すことができました。そ
してなによりも子供達が楽しんでくれて確実
にプログラミングのレベルも上がったことが
良かったと感じました。
◎先々のことを意識して相談できたこと。
◎2年生の頃からコロナが蔓延し、十分に学生
生活を送れなかった中、イベントを開催でき
てとても良かったと思います。それに加え、
ゼミや学年の壁を越え、様々な学生が参加で
き、学生が主体的に活動できる環境にとても
感謝いたします。
◎今後も、こういったイベントが地域の方に愛
され、長く続いていくことを願っています。
◎後輩、教員も参加できたことは嬉しかった。
◎初めてのイベントで、右も左もわからないま
ま進めてきたが、今までの経験（小学生メイ
ンのロボットプログラミング教室でのアルバ
イトや就活）が役に立った場面があったこと
が良かった点です。就活のグループディスカ
ッションや発表等の場面を参考にできた。
◎例えば、打ち合わせや役割きめなど、メン
バーと連携を取りながら行動できたこと、子
どもたちとのコミュニケーションの取り方な
どはそれらの経験から得られた知識や力で
す。

1-2．よくなかった点
◎キャンプ当日の資料作成がギリギリになり、
当日、プログラムなどに不備が出てしまった
こと。
◎もう 1月早く動けていればよかった。
◎後輩たちにアドリブで任せることが多かっ
た。
◎あまりミーティングや打ち合わせに参加でき
ず、資料作成などもあまり貢献できなかった

点です。原因としては、ロボットキャンプ以
外にもタスクを詰め込みすぎてしまい、キャ
パオーバーしてしまったことです。大学生の
うちにやれることは全てやりたいと無理をし
すぎてしまったことでひとつひとつが疎かに
なってしまったので、これからは確実にでき
る範囲で自分のキャパを超えないように活動
していこうと反省しました。
◎別の予定が立て込みすぎてキャパオーバーに
なり、ロボットキャンプに全力投球できなか
ったこと。
◎自分自身、4年生の立場として、後輩を引っ
張っていくところや全体統括の部分で至らな
い点があったと思います。中でも、先生方や
学生との連携にとても苦戦したと感じており
ます。今後は改善して、よりイベントが楽し
めるような環境を作っていきたいと思いま
す。
◎連絡網（連絡先）の統一を図る。Line や
Slack 等の SNS の活用も検討する。
◎役割分担などはしたものの、そもそもの仕事
が多くなってしまい、ミスをしてしまったこ
とです。寝不足で作った資料が間違っていた
り、他のことに気を取られてしまったりした
せいで仕事を忘れてしまうことがありまし
た。
◎就活をしていた 4年生もいたのに余計な深堀
をしてしまった。また手を広げすぎたところ
があった。伝達不足なところもあった。
◎最初の内から後輩達にも協力してもらってい
れば改善できたところもあると思います。初
めからみんなで作ってもよかったのではない
か。

1-3．その他
◎今回、初めてのロボット教育の挑戦でしたが
先生方のサポートがあり、無事に終了できる
ことができました。ありがとうございます。
◎また、この様な、機会があれば、是非、参加
したいと思います。
◎このようなイベントでは、普段経験できない
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ことがたくさんあります。子供たちの対応、
先生方との連携、イベントの事前準備など、
大変なこともありますが、その分各自が成長
できるいい機会になったのではないでしょう
か。
◎今後も学生が主体的に活動できる環境が増え
ていくことを願います。
◎自分で関係していたイベント（地域や子供向
け）の経験が役に立った。
◎今回は第 1回だったので、ミスがあったり、
効率化できない部分があったりしましたが、
これから続くのであれば後輩達にノウハウな
どを伝えていきたいと思います。

2．今回のイベントに関する客観的な感想（意見）
2-1．良かった点
◎4日間のロボットキャンプをほとんどの子ど
も達が休まず、参加していた点。
◎子ども同士の喧嘩無く終われたこと。
◎先生方への保護者へのフォローが助かった。
◎様々なゼミ生のメンバーが交流した中で全員
が仲良くしっかり連携も取れていたことがす
ばらしかったと感じました。
◎子供たちから「がんばるぞ！」という気持ち
を引き出せていたこと。
◎学生 1人 1人が主体的に行動できていて良か
った。また、過去に行われてきたイベントが
形を変えて、今回のようにイベントを開催す
ることができて、良かったと思う。
◎イベント時も臨機応変に対応できていたよう
で、各人のポテンシャルにとても驚いた。来
年以降もっと面白いイベントができるのでは
ないかと思う。
◎小学生のみんなはとても楽しそうに参加して
くれていたので、それだけでもやりがいを感
じました。他の先生方も色々な意見を出して
くれたおかげでより良いイベントになったと
思います。

2-2．よくなかった点
◎特になし。

◎当初からゼミやグループを分けないほうがよ
いとお伝えしていたのですが、結果的に分け
てしまったことによりゼミごとに認識が違っ
ていたり、伝達されていなかったりして前日
や当日に予定や詳細を知るなどのことがあり
ました。
◎他にも紙に書いてあったことや事前に打ち合
わせしていたことが気づいたら変わっている
などもありました。自分達も毎回毎回確認を
取れなかった部分もありますが、今回のよう
な事が何度も起こると困るのは子供たちなの
で、今後は報連相をしっかりしていきたいと
感じました。
◎そこまでメリットがないことが分かっていた
にも関わらずゼミなど、役割分けに固執して
いたこと。
◎情報伝達。
◎先生方同士や、学生同士、学生と先生との間
で、情報共有がしっかり行われていないこと
が気になった。もちろん初めての開催で、全
てが上手くいくわけではないが、できる限り
問題点を少なくするため、小さいことでも綿
密に情報交換することが大切だと思う。
◎報連相が大事である。ロボットキャンプ当日
の会場予約および準備について連絡の行き違
いがあった。事前準備の段取り、スケジュー
ルを早いうちから行動する。
◎また、私自身は参加できていないため、イベ
ント時のコメントは極力控えさせていただく
が、参加した学生から、コンテスト当日の進
行がとてもグダグダであったと聞いた。子供
たちは楽しんでくれたかもしれないが、1つ
間違えば子供および保護者たちからの印象も
悪くなる。これを改善するため、全体的にイ
ベント前のリハーサルが必要不可欠だと思
う。直前に全体打合せおよび流れの確認を行
うべき。
◎今回、地域の小学校だけではなく、プログラ
ミング教室や追手門の小学校も参加してい
た。こうした様々な団体が参加している大き
なイベントでは、なおさら運営側だけが全て
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を分かっている状態ではなく、全団体が全て
分かっている状態にするべきである。（ここ
での「全てを分かっている状態」という意味
は、文面で送っているから大丈夫ではなく、
イベント当日までに対面で話し合って、意見
のすり合わせすることで初めて「全てを分か
っている状態」にすることを指す。）
◎保護者の対応は大人で行うべき。
◎水野ゼミと中野・中西ゼミで分けていたこと
によって情報の伝達や共有が疎かになってい
たように感じました。もっと強力すればス
ムーズにイベントが進んだと思います。
◎（ロボットコンテスト 22の準備の）進み具
合は最低限 4年生には伝えてほしかった。
◎ルールや集合場所・時間など、全体的に「報
連相」ができていなかったように感じまし
た。人によって言うことが異なっていたので
困る場面が何度もありました。私達はまだ社
会を経験していない大学生なので、急なこと
を言われても対応しきれませんでした。結果
的に妥協したことが何度かありました。ボラ
ンティアなので大人の情報伝達・共有をしっ
かりしてほしい。
◎まずは細かいルールやスケジュールを全体で
共有すべきです。今回もかなりふりまわされ
たので、何をモチベーションにこのイベント
をやっているのか、何のためにこのイベント
をやっているのかを見失いそうになりまし
た。

2-3．その他
◎別の参加チームの使用ロボットの違いでの不
公平さ（スパイクと EV 3）。
◎水野ゼミ生（ロボットコンテスト 22の学生
スタッフ）からの情報共有の不足、大会当日
の情報不足。
◎事前練習の練習時間など聞いていなかったな
ど。
◎大会の保護者席が少し遠いと感じました。
◎今回、ロボットキャンプとロボットコンテス
トの役割をしっかり分けたのに、両方の運営

がグダグダだったことがとても気になる。特
に、キャンプ側の運営人と、コンテスト側の
運営人の連携が上手く取れてない。例を挙げ
れば、コンテスト側の学生から急に依頼があ
ったそうで、それこそキャンプの運営人にと
っては、イレギュラーの何物でもない。
◎私たちは今年でイベントには参加できない
が、来年からは様々な改善が必要だと思いま
す。
◎社会で経験するであろう事態や状況を想定し
たかのような場面がいくつもありました。大
学生のうちにそれらを経験できたことは今後
社会に出てから役に立つと思います。初めて
リーダーとして活動しましたが、視野を広げ
ることや細かいところまで考えることなど、
やることが多くて大変でした。この経験は社
会人になってからも役に立つと思います。

3．今回のイベントで自身が成長できたと思える
点
◎子ども達に教える力はもちろん、イベントを
運営するという初めての経験での成長をかな
り感じたと思います。ゼロから立ち上げる難
しさが分かった。
◎人と人とが仲良くできる環境作りができたこ
と。
◎メンバーや後輩を率いて、自分たちで試行錯
誤し協力し合える能力が高まったと感じた。
◎先生方との連携の仕方に自分自身、落ち度が
あったと思う。もう少し、相手を思いやって
発言できれば良かった。今後は、自分の発言
に注意をしつつ、責任を持って言動したいと
思う。

4．その他このイベントなどで感じた点
◎イベントは全員で運営をするものなので、ロ
ボットキャンプ・コンテストの情報を分ける
のではなく、ちょっとした情報でも共有する
ことで食い違い無く、もっとより良いイベン
トができるのではないかと感じました。
◎もっと早く立ち上げて、決めることを決める
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べきだった。
◎採点基準を水野ゼミ生と考えたが、当日それ
らのルールが採用されず別のルールになって
いた。予め紙に書いていたことがあったが、
当日変更が加わった。
◎コンテストの他の参加団体ごとにルールの認
識違いがあった。
◎人と話す力等については、就活やインターン
の経験が生きた。初めて話すときに相手の立
場になって考えることなどが生きた。
◎学生と先生方との連携
◎先生方同士の連携
◎イベントまでの準備（時間がかかりすぎ）
◎キャンプやコンテスト、それぞれの運営人の
連携
◎早くから準備すること。連絡手段の確保。
◎WebClass（または Campus Square）や Teams

といったポータルサイトの活用。
〈大学 4年生へのインタビュー結果ここまで〉

今回参加した 4年生は無論ロボットキャンプに
は初参加だったが、追手門学院で行っている他の
ロボットプログラムのイベント［20］や学外での
アルバイト等で小学生に接した経験があった学生
もいたことにより、彼らがそこでの経験を生かし
て主体的に準備を進めてくれた部分が多かった。
ただロボットコンテスト 22は本年が初めてのイ
ベントだったので、特に準備段階で苦労している
部分が多く見受けられた。上記のアンケート結果
らも準備の遅れや学生間やスタッフ教員との連携
不足の声も上がっているが、筆者を含めた教職員
スタッフ側にも慣れていなかった部分があったこ
とは否めない。
ただコミュニケーション能力やイベントでの経
験について学生が得たことも多く、総合的に見て
教育効果が上がっているとみることができる。そ
れと 4年生は、イベント参加が最後になるので、
現在の 3年生以降にロボットキャンプに関する問
題点を含めたノウハウを伝えることをイベント準
備期間から強く意識していた。そのことで、イベ
ント期間も全体を見てアドバイスしすぎない姿勢

を見せていたり、準備期間からイベント期間を通
じてノウハウを後輩たちに伝えていたりしてお
り、大変頼もしかったことを記しておく。

4-2．大学生 2、3年生への質問結果および考察
次に 2、3年生のインタビューの結果および考
察をまとめることとする。

〈大学生 2、3年生へのインタビュー結果〉
1．今回のイベントに関する個人的な感想
1-1．良かった点
◎小学生たちと楽しくコミュニケーションを取
ることが出来た。
◎グループを回っているときに話をした。
◎担当したグループで教えた子が 2人ともけん
かをせずに楽しくロボットキャンプを実行で
きたこと。
◎話す時や自己紹介などで率先して（大学生が
手本を示して）課題を作ったり、言いにくそ
うな質問をしたりしたこと。
◎子供たちと仲良くできたこと。
◎大学生自身が楽しかった。あと子ども達が自
分たちでやってくれていた。
◎人に教えるために、伝わる様に、表現を工夫
する良い機会だった。
◎答えを教えるのではなく方法を教えることを
学べた。答えを先に言わないこと。
◎小学生同士が協力してすぐに良いことやミス
等を共有することができた。資料の修正もす
ぐにできた。
◎小学生にプログラミングでの良い所、悪い所
をそれとなく伝えて自然に改善を促せた点。
このグループでは、小学生が 2名ともプログ
ラミング経験者だった。
◎小学生同士がケンカをしなかった。片方が仕
切っていたが、もう 1名は文句を言わなかっ
た。
◎資料が色あざやかで、シールなどの要素も子
ども達が楽しめるようになっていた。
◎ゼミの先輩と関わることができ、就活などの
話も聞くことができた。
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◎夏休みにこのような活動をすることで、他の
課外活動への意欲につなげることができた。
◎子供たちと協力してすることができた。
◎いままでにイベントに参加できたことが良か
った。

1-2．よくなかった点
◎プログラミングについてあまり知識がなく教
えることが出来なかった。事前に練習・打ち
合わせが 1回しかできなかった。
◎小学生たちに対して思ったことを言えた時と
言えなかった時があった。言えた時は素直に
聞いてくれたが、言えなかったときは小学生
が他のことに気を取られていた。
◎担当したグループで時折話をきいてくれなか
ったりした。1名はきっちり集中していた
が、もう 1名は親のほうを向いていた。その
時にきちんと言いきかせることが出来なかっ
た。
◎プログラミングに関してわからないところが
あったこと。
◎所々前もってプログラムやロボットに触る時
間が欲しかった。
◎自分がわからない事を先生や先輩にすぐに確
認をすればよかった。
◎2名とも大人しい小学生だったので、最初教
えるときにこちらからアクションを起こせば
よかった。
◎ロボット乱暴に扱ったときに、親が隣にお
り、注意することができなかった点。その時
は、ロボットを乱雑に置いたり、落下させた
りしていた。
◎当日、準備期間の細かい流れがしっかりと伝
わっていなかった。ロボットの動かし方も、
もっと練習したかったが、予定が合わなかっ
たので、プロジェクトの始まりをもっと早め
た方がよいと思った。
◎4年生が中心となってイベントを進行してい
た点。3、2年生のうち数人だけでも運営に
就くべきだったと感じた。そうすることで、
経験を次年度に活かしやすくなり、イベント

の運営側であるという当事者意識も芽生える
と考える。
◎また、メンバー間のアイスブレイクも不十分
であったと感じた。その点についても、あと
数か月あればメンバー間の壁をなくすことが
できたと考える。
◎子供たちにうまく指導できなかった気がす
る。意見が衝突した際に間を取り持つのが難
しかった。教える事がなかったので、どこま
で教えていいのかが難しかった。

1-3．その他
◎個人的に良くなかったところもあったが楽し
くできて良かった。
◎本人に気づかせる話の持っていき方を意識し
ていたが難しかった。次にこういう機会があ
れば改善したい。
◎子供たちがきちんと話をきいてくれた。
◎保護者が休憩のときに。小学生の状況を聞い
てくれていた。
◎今年は 4年生の方々にサポートしてもらい、
とても助かりました。来年は私達が運営、サ
ポートが出来るよう頑張ります。
◎一人っ子で子供と触れる経験がなかったの
で、貴重な経験になった。
◎プログラミングでどこまでアドバイスをする
べきかが難しかった。できるだけ子ども達で
考えて欲しいが、四日間でそれなりのところ
まで完成させてあげたいという気持ちもあっ
た。
◎グループの小学生の 1人が意見衝突して拗ね
てしまったが、4年生リーダーに報告して助
けてくれた。

2．今回のイベントに関する客観的な感想（意見）
2-1．良かった点
◎小学生たちが大会当日、活き活きとしていて
とても嬉しかった。ちなみに大会当日は審判
をやっていた。
◎4年生の方々がすごく引っ張ってくれてい
た。

中野 統英・福田 哲也・中条 貴夫・中西 通雄 追手門経営論集 Vol.28 No.2

― ７８ ―



◎けんかをせずに全員楽しくイベントを進める
ことが出来た。
◎いきづまった時に私が提案する前に 2人で話
し合って問題解決することができていた。最
後の追加課題も 2人で話し合って取り組んで
いた（2人とも小学校でプログラミング経験
あり）。
◎小学生同士でけんかがなかったこと。小学生
と大学生がみんなで楽しめていた。ロボット
コンテストも楽しめていた。
◎小学生が思ったより協力的でよかった。もう
少し喧嘩になったりすると勝手に思っていた
が仲よく協力できた。
◎他のグループで前例があったので、1名が遅
刻したトラブルがあっても大学生が適切に対
応できていた。
◎どのグループもケンカする事なく出来てい
た。いろいろと小学生内で改善点等を見つけ
て考えていた。
◎プログラミングもロボット組み立ても楽しく
参加しくれていたと思う。だんだんとチーム
として仲が良くなるのが、感じられた。
◎ロボットを動かすことで視覚的にわかりやす
くなっており、子供たちがプログラミングに
取組やすくなっていると感じた。
◎子供たちが意欲的に取り組んでくれた。
◎4年生の司会や仕切りがとてもよく、気配り
をして質問にも答えてくれたのが有難かっ
た。

2-2．よくなかった点
◎ロボットコンテストについて伝えられる情報
が曖昧で、どう動いて良いか分かりにくかっ
た。
◎保護者の人と子供との距離感が大丈夫だった
のか。今後は、保護者は教員が対応してほし
い。
◎大学生間での情報の伝達があまりできていな
く、自分たちが何をすればいいかわからない
場面が多々あった。結果、準備することがで
きず、手探り状態になってしまった。

◎ロボットをプログラミング通り作っても、思
ったように動かなかった。
◎子供の役割分担がうまくできてなかったこ
と。パソコンの独り占め等、どちらかが優先
的になってしまったことがあった。
◎大人が混じってしまっているグループがあっ
た。
◎イベント前にはしゃいでいて、けがをした小
学生がいた。
◎もうすこし細かなルール設定を、予め知って
おきたかった。
◎一部の親が手伝っているのを注意できなかっ
た点。親が初めのうちはあまり聞いてくれな
かった。
◎当日の予定が事前にわかっていなかった。
◎現場がなげやりだったり、大会当日も細かい
規定などが連絡されていなかったりしたの
が、気になった。試合中に PC を持たなけれ
ばいけないのかなど、審判に聞いても分かっ
ていなかった。
◎大会当日にリハーサルをしてほしかった。
◎緊急時（怪我人や避難経路など）の対応を準
備しておくべきだった。
◎子供同士での意見が何度か衝突してしまっ
た。
◎大会当日のスケジュール把握ができていなか
った。

2-3．その他
◎大会自体はうまく行ったと思うので良かっ
た。
◎ロボットキャンプも大学生たちと協力し合い
ながら小学生たちに不安なく進めることが出
来たと思うので良かった。
◎うまくいかない時に落ち込んでしまっている
子達をはげますには自分の力が足りないと感
じた。
◎もっと事前練習をして経験をつみたかった。
◎コーチと子供たちが仲良くやっていたと思
う。
◎先輩方の準備・段取りがすごいなと思いまし
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た。忙しい中よく頑張ってくれ、こちらとし
て大変助かりました。
◎来年あれば頑も張ろうと思いました。
◎子供と言っても色々なタイプの子がいるのだ
なと思った。子供の性格もあるので、組み合
わせを含めて難しい。

3．今回のイベントで自身が成長できたと思える
点
◎ロボットキャンプがうまく運営できるよう良
くないところを見つけて改善することが出来
た。
◎小学生に対して積極的に話をするようになっ
た。
◎人（とくに子供）に物事を教えるときの態度
や心得に気づくことが出来た。
◎スムーズに物事を進めるために、次の事を考
える練習になった。
◎子供相手に話す苦手意識が少なくなった。
◎人に教える能力で成長できた。住んでいる地
域の堺市のイベント（ふとん太鼓）で教えて
いたが、それ以上に教える能力が鍛えられ
た。
◎人に教える事を経験できた。自分が理解しな
いと人に教えられないとわかった。
◎これからの時期にオンラインインターンシッ
プを行く機会が増えるので、今回のイベント
で人と話し合い、協力してイベントを進める
ことが出来て良かったと思う。
◎担当したグループでは、子供の親が勝手にア
ドバイスや手を出してしまい、自力で考える
のを阻害しているように感じた。
◎子ども達に何かを教えることがあまりなかっ
たので、そういった楽しさを知ることができ
たことは良かった。
◎教える難しさが今回でとても分かりました。
自分の意見を言わずにヒントを与えるのが難
しい。

4．その他このイベントなどで感じた点
◎ロボットキャンプの時、一部の親御さんが息

子さんに助言をしていて大学生がやりづらそ
うにしていた。
◎大会の本番時、親御さんが少し見づらそうに
していた。大会会場（総持寺キャンパス
Wil ホール）のせいで上から目線になってい
た。
◎早くから準備をすべきだった。
◎コンテストの点数集計に認識不足があったか
もしれない。競技での個別の得点もはっきり
と知っておけばよかった。
◎イベントの計画（進行）表が欲しかった。
◎当日にデータが消えたグループが急遽リタイ
ヤから出場することになったことに対して納
得できなかった。対策としては、バックアッ
プをとることにすることと、時間外に勝手に
触ったら、リタイヤになることを予め言って
おくことが挙げられる。
◎イベントが始まってから準備が少しあったり
イベントが始まるギリギリ前まで準備してい
たりであったので、もっと打ち合わせを増や
した方がいいと思った。
◎来られる人だけ来るのではなく全員が集まる
日を増やした方がいいと思った。
◎ミーティングなど、情報伝達・団体意識をつ
けるための場をつくるべきだった。
◎Line での資料共有だけでは把握漏れの可能
性があるので、Zoom でのオンラインミーテ
ィングなどで情報共有するべきだった。
◎もう少し詳しいタイムスケジュールや手順な
どがほしかったです。
◎当日のイベントでのデータ消去してしまった
チームへの対応。調整時間でのプログラム作
成は良かったのかどうか

〈大学生 2、3年生へのインタビュー結果ここまで〉

今回は 2、3年生 7名のうち、4年生リーダー
の補助担当を 3年生 1名が、そして他の 6名はそ
れぞれ小学生グループの指導を担当した。基本的
には各グループやそこにいた小学生についての良
かった点や上手くいかなった点が述べられてい
る。いくつか保護者やロボットコンテスト参加に
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関するトラブル見られるが、これらは保護者に対
応すべきイベント責任者である中野の不備やロボ
ットコンテスト 22の運営部隊との意思疎通不足
などが原因であると思われるので、ここでもこの
場を借りてお詫び申し上げたい。
過去のイベント［20］-［23］でも初めてイベ
ントに参加した大学生は色々と苦労や失敗をして
おり、そこでの成功体験のみならず失敗も含めて
学習をし、これらを踏まえてその後に成長してい
る。今回についても、2、3年生についてはこの
ようなイベントが初参加だった学生がほとんどで
あったが、コメントを見ていると良い経験を得て
成長したように思える。終わってみると、今回の
彼らについても大きくコミュニケーション能力や
イベント運営に関する能力が向上しているように
感じられた。
今回のイベントでは他のプログラミングイベン
トに参加している 4年生がいたので、彼らから
色々なことを教わったり、イベント中もアドバイ
スを受けたりしていた。そういったこともあり、
イベントの初めからイベントに集中することが出
来たようであった。コメントを見ても、そのあた
りのことを伺い知ることが出来る。

4-3．ロボットキャンプ 22での教育効果分析
初めに、過去 3回の追手門ロボットチャレンジ
の状況と比較しながら教育効果を分析することと
する［21］-［24］。全員がロボットキャンプ 22に
ついては初回参加だったにもかかわらず、前述の
とおり 4年生でプログラミングのイベントを経験
していた者が複数いたために、思ったよりもス
ムーズに進んだと思われる。ロボットキャンプ
22が初開催あったので、アンケートおよびイン
タビュー時には、筆者から「来年度以降の参考に
したいので、悪かった点もはっきり言ってほし
い」と希望したこともあり、「2。今回のイベント
に関する客観的な感想（意見）」の「2-2 よくな
かった点」に関する言及が多くみられた。上述も
しているが、責任者である筆者のコンテストの
ルール把握の認識不測やスケジュールの伝達ミ
ス、保護者への対応の不備などがあり、まずはお

詫び申し上げるとともに、来年度以降にこの経験
を反映する意向である。
以降、リーダーである 4年と小学生グループを
担当した 2、3年生について分けて分析すること
とする。まず 4年生であるが、これまでに参加し
たイベントと比較して良い点や悪かった点を多く
述べていた。過去の追手門ロボットチャレンジの
ときは、筆者を含む教職員がスケジュールやイベ
ント準備について予め準備を行った後に学生へ細
かく指示を出しており、準備段階では学生たちは
それらに従って行動していた状態だったので、ロ
ボットチャレンジ当日や大会（WRO）当日に関
する感想が多かった。しかしながら今回は、4年
生にイベント準備のスケジュールから具体的な準
備作業などをあえて任せた。よって、ロボットキ
ャンプ 22やロボットコンテスト 22当日に関する
指摘や反省点もあったが、
◎準備段階での指摘や反省点
◎後輩の 2、3年生に対する指示について
◎追手門ロボットコンテストとの連携を含め、
ロボットキャンプ全体を俯瞰したコメント
が多くみられた。あとこれまでのアンケートで
多くあったコミュニケーションについての記述に
ついては、小学生や他の大学生とのコミュニケー
ションだけでなく、教職員スタッフとのコミュニ
ケーションにも言及があった。成長できた点につ
いては、過去に行った追手門ロボットチャレンジ
の時に学生が話していたコミュニケーション能力
はもちろん、イベントでの環境作りや後輩への指
導方法などこれまでには見られなかった能力の向
上が見られたのは嬉しい結果であった。4年生に
ついては、まさにイベントの「リーダー」として
の資質が鍛えられたと思われる。
次に 2、3年生について言及する。まず 4年生
とともにサブリーダーを務めた 1名は 4年生と似
た感想を語っていたことを最初に述べておく。小
学生のグループを担当した学生 6名については、
これまでのイベントでの感想と同様に小学生との
コミュニケーションについての言及が多かった。
彼らが担当した各グループの状況が如実に表れて
いるが、彼らなりに臨機応変に対応し成長してい
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ることが伺える。それと全体的には
◎小学生にどこまで教えればよいのか
→ 教えすぎないようにする。
◎4年生先輩方が助けてくれ、頼もしかった。
→ 頼りすぎていいのか。もっと手伝うべき
だったのでは。

◎小学生 2名の仲を取り持つ苦労や喜び
といった、グループに直接関連した感想が寄せら
れた。彼らには人に物事をうまく教えるといった
コミュニケーション能力が特に身についたと考え
ることができる。これらの感想は過去の追手門ロ
ボットチャレンジの時にも同様に寄せられてお
り、このことは時代が変わっても変わらない学び
であると気づいた次第である。あとリーダー役の
4年生への感謝や来年度以降回ってくるリーダー
役への抱負もあり、彼らにはいい刺戟になったと
思われることを記しておく。
次に、以前［21］と同様にして福田が行った過
去のイベント［25］と比較して言及することにす
る。［25］では小学生への指導役である学生（こ
こでは大学生と中学生）の感想で小学生ペアの間
での「役割分担」や「譲り合い」が見られたこと
に言及があった。今回参加した小学生への指導を
行った 2、3年生については、アンケートにもあ
るように当初から同じチームの小学生間でのコミ
ュニケーションをこれらの「役割分担」や「譲り
合い」というものを最初から意識していた。今回
のロボットキャンプ 22ではすべてのグループで
仲間割れやケンカをすることがなかったことも、
4年生を含めた参加大学生全員が意識して動いて
くれたことによるものであるといえる。初めのう
ちは一部グループ内で小学生での役割分担が上手
くいかなかったところあったが、結果的には大学
生が解決策を示してまとめてくれていた。4年生
のみならず 2、3年生についても、今回のロボッ
トキャンプ 22が進むにつれてコミュニケーショ
ンを含めた小学生への対応が上手くなり、彼らの
成長を感じた次第である。
最後に、他大学の大学生がプログラミングを学
外で教える取り組みの例［3］と今回のイベント
を比較する。［3］では学内でのプログラミング教

育とともに地域住民へのパソコン講座とプログラ
ミング講座を大学生に担当させることにより、コ
ミュニケーションの難しさなどを体験し社会性を
身につけることに効果があるとしており、同時に
後輩学生へのスキル継承などの課題にも触れられ
ている。コミュニケーション能力については、本
学の大学生についてもイベント参加者である小学
生とのコミュニケーション等により、コミュニ
ケーション能力を身に着けることができていたよ
うに思われる。さらに社会性についても、今回イ
ベントを企画した 4年生については特に身に着け
ることができていた。さらに後輩学生へのスキル
継承については、4年生が特に意識していたこと
もあり、2、3年生の中でも意識してイベントに
取り組んでいた学生が多かった。大学生全体でみ
ると、社会人になっても同僚や先輩のサポートを
上手く得ることにより業務やコミュニケーション
等を上手く行うことを予め体験できたことは、他
のイベントではなかなか得ることが出来ない貴重
な体験になったと思われる。

5．結言

今回はロボットコンテスト 22に参加した大学
生のインタビュー結果をもとに、本イベントが彼
らに与えた影響を分析した。今回は他のイベント
での経験者が多かったリーダー役の 4年生と、こ
れまでイベント経験があまりなく 4年生に引っ張
ってもらう形になった 2、3年生とに違いに着目
して分析を行い、そしてそれぞれに与えた教育効
果を明らかにした。
まずリーダー役の 4年生であるが、すでに就職
先を決めていた学生が多くかなり献身的にイベン
トの準備をしてくれていた。彼らは上述にもある
ように他のイベントでの経験が豊富な学生が多か
ったので、初めてにもかかわらずイベントの企画
や準備、2、3年生へのプログラミングアプリの
指導など精力的に動いてくれた。イベントを知っ
ているが故のオーバーワークといった失敗なども
あったが、彼らは将来の就職に向けていい経験を
積むことができたと前向きにとらえてくれていた
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ことは、筆者も大変有難く思っている。4年生は
イベントを通じて後輩やイベント全体についても
配慮できるまでに成長し、これまでにも増して人
間がひとまわり大きくなったように感じた。それ
ゆえに今回のロボットキャンプ 22やロボットコ
ンテスト 22での問題点をアンケートやインタビ
ューで指摘してくれたことにおいても、決して感
情的にならず冷静かつ理論的に指摘してくれたの
は、筆者としても望外の嬉しい成果であったこと
を記しておく。
2、3年生については、こういう類のイベント
に初参加だった人が多かったが、4年生の助けも
あり無事小学生のリーダー役を果たしてくれたこ
とについて、正直嬉しかったと同時に安堵した。
彼らは主に小学生との対話を通じて、コミュニ
ケーション能力のみならず与えられた持ち場でベ
ストを尽くすという社会人になっても不可欠な能
力を得ることができたと感じている。今回のロボ
ットキャンプ 22で彼らについても成長したこと
を感じており、最後ではロボットキャンプ 22や
ロボットコンテスト 22に対する問題点をしっか
り述べてくれたのと同時に来年度以降について見
据えた意見にも言及していた。彼らにとっても、
今回のイベントでの経験は、今後の大学生活およ
び就職活動等に対しても役立つ経験になったと確
信している。
ロボットとプログラミングに関するイベントの
参加は、中野はゼミ生ともに以前の追手門ロボッ
トチャレンジ 2019以来 3年ぶりとなった。この
間にコロナ禍のせいで対面授業が減り大学へ登校
する機会も少なくなったが、今回のような対面の
イベントはやはりコミュニケーション能力をはじ
めとした大学生の能力を飛躍的に向上させること
ができるものであると改めて実感した。
ロボットキャンプ 22では、小学生にロボット
プログラムを教えるというイベントの目的以上
に、大学生に対しても予想以上の成果を上げるこ
とが出来たと結論付けることが出来る。最後にな
るが、過去のロボットチャレンジ［21］-［24］で
は 2回以上参加した学生の成長度合いが大変高か
った。来年度もこのロボットキャンプを続ける予

定でいるので、学生にはできれば 2回連続で参加
してほしい、そうすれば将来社会人として仕事を
行うための様々な能力を身につけることが出来
る、ということを記して筆をおくことにする。
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総合センター研究紀要，Vol.18, pp.195-201, 2009.

［27］福田哲也，森本弘一，田中琢也，麹谷啓太，谷口
義昭：大学生と中学生による小学生のためのロボ
ット教室 －3年間の比較と考察－，奈良女子大
学教育実践総合センター研究紀要，Vol.19,
pp.129-134, 2010.

［28］文部科学省 STEAM 教育等の各教科等横断的な学
習 の 推 進，https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/
new-cs/mext_01592.html（最終参照日：2022年 10

月 10日）
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図 1-1 ロボットコンテスト 22のチラシ（1）
（URL，電話番号および QR コードは加工・消去済）
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図 1-2 ロボットコンテスト 22のチラシ（2）
（URL および QR コードは加工・消去済）
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図 1-3 ロボットコンテスト 22のチラシ（3）
（電話番号は加工・消去済）
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図 1-4 ロボットコンテスト 22のチラシ（4）
（メールアドレスは加工・消去済）
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図 2-1 ロボットキャンプ 22の参加小学生向けチラシ（1）
（URL，電話番号および QR コードは加工・消去済）
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図 2-2 ロボットキャンプ 22の参加小学生向けチラシ（2）
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図 2-3 ロボットキャンプ 22の保護者向けチラシ（1）
（電話番号は加工・消去済）
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図 2-4 ロボットキャンプ 22の保護者向けチラシ（2）
（メールアドレスは加工・消去済）
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ロボットキャンプ 2022 今後のための資料作成について

今年の 7，8月はお忙しい中ロボットキャンプ 2022にご協力いただき，誠に有難うございました．
今後の改良および研究のため，以下の項目について記入いただきたく思います．書ききれないことなどは別途直接
伝えてもらえれば有難いです．

学籍番号

氏名

1．今回のイベントに関する個人的な感想
⇒ 皆さん自身が活動して，自分自身に対して感じた事を書いてください．
1-1．良かった点
1-2．よくなかった点
1-3．その他（ここでは思ったことを自由に書いてください）

2．今回のイベントに関する客観的な感想（意見）
⇒ 皆さんがほかの人（小学生，先生方などを含む）やイベント全体を見て感じた点を書いてください．
2-1．良かった点
2-2．よくなかった点
2-3．その他（ここでは思ったことを自由に書いてください）

3．今回のイベントで自身が成長できたと思える点

4.4．その他このイベントなどで感じた点（今後への改良点など）を自由に書いてください．
ご協力ありがとうございました．

資料 1 今回用いた調査紙

表 1-1 ロボットキャンプ 22のグループ分け一覧

グループ 小学生（参加者） 大学生（グループ 2以外は全て
男性、グループ 2のみ女性）

1 2名（男性 2名） 1名（2年生、中西ゼミ）

2 2名（女性 2名） 1名（2年生、中西ゼミ）

3 2名（男性・女性 1名ずつ） 1名（3年生、中野ゼミ）

4 2名（女性 2名） 1名（3年生、中野ゼミ）

5 2名（女性 2名） 1名（3年生、中西ゼミ）

6 2名（男性 2名） 1名（3年生、中野ゼミ）

表 1-2 ロボットキャンプ 22の大学生スタッフ一覧

全体リーダー ※1 4年生 2名（共に男性、中西ゼミと中野ゼミ各 1名）

サブリーダー ※1、※2 4年生 2名（共に男性、共に中野ゼミ）
3年生 1名（男性、中西ゼミ）

チーム担当 3年生 4名（全て男性、中西ゼミ 1名と中野ゼミ 3名）
2年生 2名（男性と女性、共に中西ゼミ）

※1：リーダーのうち 3名が、ロボットコンテスト 22当日はコンテストの審判を担当した．
※2：1名がロボットキャンプ 22直前よりロボットコンテスト 22まで欠席した．
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表 2 ロボットキャンプ 22の開催日程と内容

回数 開催日 ロボットキャンプ 22イベント内容

第 1回 8月 3日 ◎まずは小学生と大学生との親睦をアイスブレイクなどで深めた。
◎ロボットを組み立て、プログラミングソフト（Scratch）の使い方を理解した。

第 2回 8月 5日 ◎ロボットのモータとセンサを動かして、意図した通りの動作をするプログラムを作成した。
◎ロボットの基本動作ができるようになった。
◎ライントレース機能でロボットをコース上で動かすことを目標とした。（図 1−2参照）

第 3回 8月 8日 ◎ロボットコンテスト 22で規定されたコース上でロボットをゴールさせることを目標とした。
（センサの設定など）
→ 規程を満たしてゴールするグループが現れた。
◎ロボットを参加小学生の好きなデザインに改造した。
◎ロボットコンテスト 22で上映するチーム動画の撮影

第 4回
（午前）

8月 10日 ◎絶対にゴールすること、また何回やっても再現できるようにすることを目標とした。
◎ほとんどのグループがこの日までに何回トライしても同じように動く精度の高いプログラムを
作成できるまでになった。

第 4回
（午後）

8月 10日 ◎ロボットコンテスト 22の会場に移動し、実際に使用するコートでロボットの試走、調整を行
った。
◎何度やっても再現できるよう、信頼性の向上を目指した。

大会
当日

8月 11日
（午前）

◎ロボットコンテスト 22本番直前集合
→ プログラムの最終チェック
◎ロボットコンテスト 22本番
（後半はサプライズルールもあり※）
→ 全チームが入賞！

8月 11日
（午後）

◎ロボットコンテスト 22会場からの撤収およびロボット
キャンプ 22会場片付け
→ 荷物撤収および PC、ロボット等の片付けなど

※ サプライズルール：イベント当日にプログラムの規定を追加・変更して適応力をみるルール。

December 2022 追手門ロボットキャンプ 2022に参加した学生に対する教育効果

― ９５ ―



Educational Effect for Students Participating
in Otemon Robot Camp 2022

－Based on Experience in Teaching for Elementary School Students－

Nobuhide Nakano, Tetsuya Fukuda,
Takao Chujo and Michio Nakanishi

Abstract

Recently, it goes without saying that as well education of programming in elementary school as education of

programming in universities is very important. As programming education has become compulsory in elemen-

tary schools since 2020, learning including information education for elementary school students has been en-

hanced. As programming education for young age including elementary school students has become popular,

many robot contests and events using LEGOⓇ MINDSTORMSⓇ robots have been held in various places, for

example WRO (World Robot Olympiad).

At Otemon Gakuin, we have held various programming events for elementary school student. In 2022, a new

“Otemon Robot Contest 2022” project was launched. At the same time, “Otemon Robot Camp 2022” event

will be held to teach programming to elementary school students participating in Otemon Robot Contest 2022.

In this paper, we deal with research into education effects for students which belong to Nakanishi and

Nakano seminar by participating Otemon Robot Camp 2022. At first, the outlines of Otemon Robot Camp

2022 and Otemon Robot Contest 2022 are given. Then, we show the details of questionnaires and interviews.

After the precise analysis of questionnaires and interviews are mentioned, we compare these analyses with past

researches. Finally, educational good effect by this Otemon Robot Camp 2022 is stated.

Key words: Project based learning (PBL), Programming education, LEGOⓇ MINDSTORMSⓇ, Educational ef-

fect of PBL and Analysis of interviews.
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